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ガバナーメッセージ 

 
 

5 月だけは特別月間はありません。おかげさまで、健康にも恵まれガバナー任期もあと２ヵ
月となりました。私の年度の地区運営方針は「ロータリーで人生を高めよう！愛する地区（新

潟県）を元気にするため、今日こそ学び、行動しよう！」を掲げました。地区重点目標は下

記の 7項目を掲げましたが、これが 3月末現在でどのようになっているか、棚卸をしてみた
いと思います。                                                                                                                             

①新クラブの結成 
ガバナーの責務で第一に掲げられているのが、新クラブの結成です。また、RI.会長・D.K.Lee
氏から、地区に新クラブを 2クラブ結成しなさいが指示でした。1クラブだけでもと思い新
クラブ結成に向けて対応するために、ベテラン長谷川日吉地区拡大委員長から文字通り率先

垂範、旧長岡エリア、弥彦エリア、亀田エリアなど手を替え品を替えてアタックしていただ

きましたが、成就しませんでした。現在、最後の手段として、私の地元三条市に 5つ目のク
ラブを結成することだと考え、真剣に暗中模索をしています。もちろん、地区内 57 クラブ
公式訪問の折に、会長幹事懇談会で情報交換をさせていただきましたが、煙すらありません

でした。あきらめないで任期最後の日まで頑張ります。 
②会員増強 
ここは、渡邉喜彦地区会員増強委員長に、会員増強二年連続日本一を三年目も継続してくれ

るようお願いした委員会です。精力的に多くのクラブに出向いて会員増強の必要性を説いて

くれました。100年に１回の金融危機が災いしたのでしょうか、当地区では予想だにしなか
った状況に陥っています。7月出発当初の会員数 2,161名、3月末日現在会員数 2,153名、
女性会員数 124名、純増減会員数－8名、3月平均出席率 82.01%の状況です。唯一、会員増
強だけは、日本 34地区で 2年連続日本一の金字塔を打ち建ててきましたが、3月末で純増減
－８名となってしまいました。誠に不甲斐ない結果となったこと深くお詫び申しあげます。

D.K.Lee.RI 会長は、会員増強 10%の純増を目標に頑張れという指示であったことから、年
当初 57クラブから増強目標を提出していただきましたところ、地区目標として 157名とな
りました。3月末で、純増のクラブは新発田中央が 2名、新潟東が 1名、新潟南が 2名、新
潟西が 1名、新潟中央が 1名、新潟万代が 1名、五泉が 1名、新津中央が 4名、加茂が 1名、
分水が 2名、三条北が 3名、柏崎が 1名、長岡東が 4名、柏崎東が 1名、長岡西が 2名、柏
崎中央が 1名、十日町が 1名、雪国魚沼が 1名、直江津が 1名、新井が４名、越後春日山が
4 名とそれぞれ純増しています。クラブ名を列挙して感謝の意を表します。ありがとうござ
いました。また、最後の最後、6月 30日まで 57クラブ一丸となって会員増強に頑張ってく
ださいますようお願い致します。 
③ロータリー財団の寄付・ポリオ撲滅への協力 
（ⅰ）ロータリー財団への寄付目標：１会員 100 ドル以上。 
 3月末現在の実績は、21万 3142ドル 36セントが寄付総額です。これを会員数 2,161名
で割りますと、一人当たり 98.63ドルです。昨年の同月と比較しますと一人当たり 96.50
ドルですから 2.13 ドル増加しています。神成粛一財団委員長の熱心なご努力で目標 100
ドルは十分クリアするでしょう。沢山のご協力をいただきロータリアンの各位に感謝申し

あげます。おかげで、次の事業が出来ました。 
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◎国際親善奨学金支給  ＝11万 2000ドル 
三か月文化研修：2名、一学年度：1名、マルチイヤー：3名への支給が決定しました。 

◎地区補助金＝2万 4256ドル 
第 2560地区では 15RCへの支給が承認されています。 

◎低所得国のための奨学金共同基金への寄贈＝8万 3000ドル 
2009-10年度低所得国への学生へ国際親善奨学生になる機会を提供します。 

（ⅱ）ポリオ・プラスへの拠出金：１会員 2,000円。 
 RIからの協力要請は、1クラブ 1,000ドルです。57クラブありますので、5万 7000ドル
が目標数字です。現在、57クラブ中 5クラブは 0円で 52クラブの拠出金は 309万 7000
円です。これに財団委員会の DDFからの協力金 2万ドルを加算しますと、約 500万円と
なります。今の所、60～70万円くらい不足していますが、後期分 1,000円が納入されます
と十分対応できるのではないでしょうか。 
④米山奨学金寄付 
米山記念奨学会への寄付目標：1会員 1万 7500円。 
普通寄付金 918万 2375円、特別寄付金 1890万 6520円、合計 2808万 8895円でした。1
月 1日の会員数 2,156名で合計金額から割りますと、1人当たり 1万 3028円の実績ですが、
半期の納入を予測しますと、一人当たり 2万円（昨年実績 1万 9390円）はクリア出来ると
思います。余談ですが、箕輪光泰米山奨学委員長の余裕ある雰囲気がそうさせるのでしょう

か、「2万円大丈夫です」とお聞きしました。ロータリアンの協力があるから、多くの米山奨
学生を迎えることが出来ます。先般、17名の新しい奨学生を選考させていただきました。そ
の後、学生の引き受けクラブに初めてなることになった、越後魚沼の清塚茂則会長が積極的

に引き受けたいと発言された瞬間に立ち会えたことに感動しました。どうぞ「グプタ ,アヌラ
グさんを宜しくお願い致します」。 
⑤出席率の向上 
ロータリーは、「例会出席から」といわれています。私の所属クラブは三条南です。昨年の 6
月に創立 40周年祭が行われました。私は、チャーターメンバーの一人で、6人在籍していま
す。私にはロータリーで唯一自慢できることに出席率があります。それは、健康に恵まれ三

条南創立以来、ロータリーは例会出席を金科玉条にして、100％出席を続けていることであ
ります。今年 6月で 41年 100％になります。笊（ざる）は、上から水を入れると漏れます。
しかし、笊を水につけると漏れません。例会に出席することにも通じます。そうなんです。

漏らさないためには笊を水につける（出席）のです。新約聖書のマタイの福音書に「求めよ、

さらば与えられん」があります。与えられるのを待つのでなく、自ら求める姿勢が必要では

ないでしょうか。ロータリークラブ定款第 9条は、出席について書かれています。その第一
節には、「各会員は本クラブの例会に出席するべきものとする」とあります。例会への出席は、

ロータリークラブの会員の義務の一つになっています。例会は出席すべきもの、義務の一つ

だよと言うと、わざと抵抗して逆のことをしてしまうことを「あまのじゃく」といいます。

ロータリーに出席することから、ロータリーが好きになり、出席するために病気も他所へ飛

ばしてしまって、出席できる健康体になるのでないでしょうか。ここに「第 2560地区 2008
－09年度 7月から 3月までの平均出席率表」があります。第一分区から順に 90％以上のク
ラブ名を紹介します。新発田 98.04％、新発田城南 91.65％、三条南 90.25％、柏崎 94.45%、
柏崎東 91.15%、十日町 95.72％、十日町北 97.22％、高田 94.68％、頸北 97.09％の 9クラ
ブありました。これからも出席率を高めて人生が豊かになりますよう祈念しております。 
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⑥第 2560地区ホームページの充実、ロータリー人財バンクの構築と活用推進 
馬塲年度の『PETS』『地区協議会』のプログラムには、クラブ奉仕・広報委員会とクラブ活
性化委員会の年度事業紹介には、いかに地区ホームページを重要視しているかについて記載

しています。今までのホームページにネットワークという考え方を付加したことが一番大き

な違いです。木宮委員長の説明文を引用すると、「ネットワークとは、組織の構成員が持つ資

源（人材・ノウハウ・経験など）を一元管理し、全会員で共有する仕組みです。ロータリー

には企業・人材はもちろんのこと、100年を超える奉仕活動の歴史の中で培われてきた諸問
題解決のためのノウハウや情報の蓄積があります。しかし、私たちはこれらの潜在価値とし

ての財産を活かしきれていません。クラブ活性化委員会では今年度、IT技術を駆使して人材
の交流や情報交換を活性化し、ロータリーを会員のネットワークとして機能させ、現在、眠

ったままとなっている財産を共有する仕組みつくりにチャレンジします。この試みがロータ

リーの魅力を高め、新しい時代環境に適合したネットワークとしての組織にロータリーを再

生する第一歩となることを願っています」。そして、次の 3項目を事業目標に掲げています。 
Ⅰ .第 2560地区ホームページを各クラブの情報の共有、コミュニケーションの拠点として活
用する。 
（ⅰ）地区ホームページをガバナーが交代するたびに新設するのではなく、情報の収集発信

基地として、一貫性と継続性を持って運営する。 
（ⅱ）地区ホームページの中に 57 クラブのブースを設け、各クラブの活動・会員情報を随

時提供・収集できる仕組みを構築する。 
（ⅲ）これらを地区ホームページ改革 5ヵ年計画として実行する。 
2.地区の全会員をホームページに登録し、IT環境を構築する。 
(ⅰ) クラブ会員のパソコンや携帯のメールアドレスを地区に登録する。 
(ⅱ) 地区ホームページと会員あてのメールマガジンの発行によりクラブ及び会員間の情報
交換を効率化する。 

３ .説明会の開催。 
（ⅰ）57クラブより担当者 1名を当委員会に派遣していただく。 
（ⅱ）説明会を 2回開催し、実用に耐えられるようにする。 
私も荒澤クラブ奉仕委員長・木宮クラブ活性化委員長のロータリーの将来を見据えた意見に

賛成して、『ガバナー月信』は紙媒体を取りやめ、地区ホームページからダウンロードできる

『ガバナー月信』とする大きな決断をしました。地区重点目標に、第 2560 地区ホームペー
ジの充実、ロータリー人財バンクの構築と活用推進を掲げましたので、もう一度各クラブの

会長・幹事にお願いしまして、「人財バンクの登録」のご協力をお願い致します。地区ホーム

ページの構築は永遠です。一過性で終るのでなく当初計画した通り、ガバナーが交代するた

びに新設するのでなく、地区としての一貫性・継続性を持って、新鮮な情報を提供できるよ

う運営していきたいものだと考えています。 
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インターアクト海外交流事業は、17年前にさかのぼる。 
第２５６０地区（新潟県）第 2840地区（群馬県）が同一地区であった時に、先輩ロ
ータリアンが、中華民国台湾第 3490地区三重中央ロータリークラブと、高校生交換交
流事業を締結したところから始まりました。 
 日本側はインターアクト 28クラブが持ち回り、17回目の今回は新潟県第 2560地区
インターアクト委員会が主幹事として、3月 26日から 29日までの 3泊 4日の日程に
て、新潟県生徒 6名、群馬県生徒 13名、教師 1名、ロータリアン 6名にて台湾の清傳
高級商業職業学校へ訪問し、ホームスティ 1泊も含めて台湾の文化に触れてきた。 
学校へ着くと、学校までの 100ｍ間大きな日本語の声で「ようこそいらっしゃいまし

た。どうぞよろしくお願いします。」の大合唱に身震いするほど感動した。この感動を

日本受入時にどう返礼するか悩むのであるが、考えているうちに 4月 17日から 19日
に、高田東 RC提唱する関根学園高等学校をホスト校として、台湾の生徒 21名、校長
先生ご夫妻、教師 2名、ロータリアン 3名を歓迎したわけである。 
言葉の違いがあるがそこは高校生、漢字の筆談と電子辞書等ですぐ仲良くなる、そし

て日本を知るため又交流を深める為、関根学園高校のパートナーの学生宅へホームステ

ィをお願いした。このことが生徒同士その家族との情が深まり、さよならパーティーそ

して別れへと近づくとお互い涙と抱擁へとなり別れを惜しんだ。 
 この交流の意義は、お互いの文化を学び、いたわり合い、感動を受け、それが国際的

に活躍できるリーダーに育つことだと思う。ある母親から感謝の言葉を頂いた、その言

葉は「今まで、家庭では親には朝の挨拶をしない子供が台湾から帰ったら、おはようと

言ってくれた。それだけでも参加させて良かった、ロータリークラブに感謝します。ほ

んとうにありがとうございました。」この言葉に、一気に引率の疲れがとれた。 
 今回の交流会成功は、第２５６０地区馬塲ガバナーの熱烈な支援、協力があり又多く

のロータリアン、ご家庭、そして関根学園高校大滝校長先生を始め先生方のおかげだと

思う。心より感謝申し上げたい。 
 ただ残念なことに一部には、厳しい状況時にインターアクト海外事業に予算付は無駄

という人がいるが、まず台湾へ行ってみること、自分の見識を広げるためにもお勧め

するし、地区役員の苦労も考えてからもの申してほしい。今後もこの海外交流事業が

継続発展し、生徒達が世界に羽ばたくリーダーになることを祈念して感想としたい。 
 
 
 
 
 

インターアクト海外交流事業 

地区インターアクト委員長 林 健晴（高田東 RC）  

 
清傳高級商業職業学校訪問   
 

 
来日受入・雪遊び体験 

 

 
馬塲 2560地区ガバナー 

陳三重中央 RC会長  
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今回は留学生リサ、来期の交換留学予定者３名、Rotex３名、青少年交換委員会の方
数名で青少年交換学生交流会を行いました。今年は留学生が少なかったのですが、

Rotexの方が数名来てくれましてとても楽しいものになりました。 
 午前の見学先の塚田牛乳工場では社長である塚田さんより牛乳のできるまでの工程

を丁寧に説明いただきました。新鮮な牛乳や限定品のバターなどお土産でいただき、リ

サも喜んでいました。昼食後、弥彦神社へむかいました。そこで学業成就、旅行の安全

（来期の留学予定の生徒にむけて）のお祓いをしてもらいました。最後に寺泊の市場通

りによってサザエなどを皆でたべて新潟へ戻ってきました。 
 今回の交流会でリサも日本の文化に色々ふれられて楽しかったといっていました。弥

彦神社でのお祓中は正座をしなければならなく足が痺れたりなどしてとまどっている

様子でしたが、最後まで頑張っていました。慣れない文化に前向きに挑戦して楽しむ彼

女の姿勢は素晴らしいと思いました。また、全体を通して全員が楽しそうにリサを交え

て会話をしていて、国際交流とは楽しんでやっていくものではないかと感じました。 
私も留学中は友人と遊び、会話することでその地域の文化を学び、少しずつ交流でき

たのではないかと思います。ぜひ、来期交換留学生として飛び立って行く３名には積極

的に楽しむという姿勢で海外へ飛び立ってほしいと思います。このような活動がどのよ

うに国際交流に貢献していくのかを感じた１日でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

楽しむという姿勢で 

ROTEX（青少年交換帰国学生の会）宮川 明也（派遣：新潟北 RC）  

 

ロータリー文庫委員会より～文庫通信～ 
 

「ロータリー文庫」は、日本ロータリー50周年記念事業の－つとして、昭和45年に設立された皆様の

資料室です。ロータリー関係の文献や資料など約 2万数千点が収集整備され 、ロータリアンの皆さ

んのご利用に備えております。 

     

文献資料の電子化を進めており、資料ＰＤＦ閲覧の項目を追加しました。文庫通信もＰＤＦで閲覧で

きます。ＰＤＦにアクセスしていただきますと、文献資料をパソコン画面に取り出すことができます。 

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料

のご紹介を致します。 

ロータリー文庫ホームページhttp://www.rotary-bunko.gr.jpへのリンクはご自由にお張りいただいて

結構です。 

＜問い合わせ＞ 
●所在地：〒105 東京都港区芝公園 2 丁目 6番 15 号         黒龍芝公園ビル 3F 

●TEL：O3（3433）6456、 FAX：O3（3459）7506 
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去る 3月 28日（土）第 2560地区の 57クラブの雑誌委員長あるいはロータリーの友
委員長の参加のもと、「ロータリーの友セミナー」をハミングプラザＶＩＰ三条にて開

催致しました。講師には『ロータリーの友』編集長 二神典子さんを迎えて、約 1 時
間半の講演会を行いました。それに先立ちロータリーの友アンケートを事前に各クラブ

に配布し、その結果を集計したところを発表し、又それぞれ各クラブに持ち帰ってもら

い、4月の雑誌月間に役立ててもらいたいと思っております。 
 二神編集長の講演を要約しますと、『ロータリーの友』はロータリアンとロータリ

ークラブを映す鏡であるということであって『友』誌がマンネリ化しているということ

は、自身のクラブがマンネリ化しているということです。又各クラブの『友』誌への投

稿は積極的に行って欲しい。内容は、活動を重視したもので、自分が何を言いたいかで

はなくて、相手が何を知りたいと思うことや知って役に立つのは何かを考えてから原稿

に取り組んでもらいたい。 
又写真についても集合写真的なものではなく、動きのある活動的な写真が望まれるこ

とを強調されていました。 
4月の雑誌月間にはこれらを踏まえて有意義な月間であったことを期待します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ロータリーの友セミナーを終えて 

地区ロータリーの友委員 鈴木 武（三条南 RC）  

 
二神典子ロータリーの友編集長による講演 
 

 
ご参加の皆様、有り難うございました。 

 

 
馬塲信彦ガバナーによる挨拶 

 

 

 
鈴木武ロータリーの友委員による司会 
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2009年 4月 5日高田城址の桜が咲き始めのもと、高田東ＲＣ創立 40周年式典が挙
行され、会場には上越市長 木浦正幸樣、国際ロータリー第 2560地区ガバナー馬塲信
彦樣を始め、ご来賓各位樣、二つのインターアクトクラブの関根学園高校、上越高校の

両校の校長樣、7分区のロータリアンの皆樣、そして、海外からは姉妹クラブでありま
す台湾板橋東区ＲＣ、その姉妹クラブであるマレーシアのアンパンＲＣ、又国内友好ク

ラブの館林東ＲＣの皆様、海外の友好クラブからの多数が来訪され国際色ある約 245
人の出席を頂きました。 
 式典は高田東ＲＣ、平林健資会長の挨拶に続き、国際ロータリー第 2560地区ガバナ
ー馬塲信彦樣外 4名樣より丁重な祝辞を賜りました。又今回の大きな節目の 40周年記
念事業として救命器具でありますＡＥＤ（自動対外除細動器）4台を上越市へ寄贈する
事により地域への貢献が出来たと思っております。 
 高田東ＲＣとして特筆すべき時事柄は、新世代奉仕の一貫でもあり、基本活動である

二つのインターアクトクラブへの活動の支援であり、又外国との友好クラブ、国内友好

クラブとの交流を通じて友好を深めていることであり、40 周年記念式典を彩るにふさ
わしい心温まる式典でありました。 
 祝賀会には記念講演として、丸山おさむ氏（声帯模写）による“笑でつながる心と心”

「笑とコミュニケーション」が催され会場が魅了されました。又アトラクションとして

ジョーク峰氏によるマジックショーが催されました。時のたつのも忘れて歓談し、親睦

と友情を深め合った祝賀会でありました。 
 この 40 周年記念式典は多数のロータリアンと地域の皆様に感謝とお礼の「心」、そ
して記憶に残る式典となったと思っております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

40 周年記念式典を彩る海外友好クラブ 

創立 40周年記念式典実行委員長 宮越 昇（高田東 RC）  

 
 

 
 

 
上越高校インターアクトクラブへの感謝状贈呈   

左：植木ひろ子高田東 RC幹事 
中： 平林健資 高田東 RC会長 
右：上越高等学校長 横山邦夫樣 
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4月 5日（日）に三条・燕地域メッセピアの方でローターアクトのチャリティーイベ
ントを開催いたしました。 
当日は献血バスを設置し献血の呼掛けや募金活動、フリーマーケット（5７区画）、
お笑い集団 NAMARAのライブショー、大抽選会などを実施いたしました。 
アクターは今期作成いたしましたアクトビブスを全員着用いたしまして活動を行な

いました。そしてアクトの今までの活動やイベントを紹介するブースも設置しローター

アクトの活動や名前を大々的にアピールいたしました。 
来場者は約 500～600 人となりとても幅広い層の皆様に来て頂き大いに盛り上がり

ました。 
出店者の皆様から頂きました出店料と当日、来場者の皆様からご協力頂きました募金

を日本赤十字社様へ寄付いたします。 
今回このような大きなイベントを主催者側となり企画から実行まで出来たことは大

変勉強になり地区のアクターがとても良い経験が出来たかと思います。 
そして多くの出店者の皆様、来場者の皆様に私たちの活動を知ってもらえた事が大き

な収穫であり今後のローターアクト活動に繋がるイベントになりました。 
このイベントを通じて多くの皆様との出会いがあり人と人との繋がりの大事さを改

めて実感したものになったと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チャリティーイベントを終えて 

ローターアクト代表 佐藤 真介（新潟東 RAC）  

 
多くの来場者より献血に協力いただきました 

 

 
ローターアクター一丸となりイベントは大成功でした  
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春爛漫、桜の花で名所はほんのり桜色に包まれたこの季節に、今年も米山カウンセラ

ー研修会が開催されました。 
馬塲ガバナー、植木エレクトからもご出席を賜り、総勢 32名の出席を戴いて開催致
しました。 
ガバナー挨拶の後（カウンセラー制度と役割について）は箕輪委員長からご説明を戴

きました。そののち、前年度のカウンセラー・丸山さん、そして現在継続中のカウンセ

ラー・片野さんのお二人から経験談をご報告戴きました。カウンセラーを引き受けて奨

学生との交流の中で様々な情報交換や思いがけない楽しい経験をすることが出来まし

た。 
また、クラブとしても全員で奨学生を受け入れ、行事などにも積極的に参加して戴き、

楽しい思い出もたくさん出来ました。思っていた以上に素晴らしい経験をさせて頂いた

との報告もあり、これからカウンセラーをされる皆様にとって、たくさんの情報提供は

大変貴重な発表であり、安心して取り組んで戴ける気持ちになったように思います。 
その後、米山奨学生の孫さんから体験発表を戴きましたが、奨学生の立場としての体

験談も大きな役割を果たしていただいたと思います。研修会終了時には、カウンセラー

を予定されている皆様から、なんとなくほっとしたような表情が伺え、今回の研修会も

中身の濃い大変有意義な内容であったと感じました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カウンセラー研修会を終えて 

地区米山奨学委員会 奨学生選考担当 高尾 茂典（新潟中央 RC）  

 
馬塲ガバナー：挨拶および開幕 

 

 
孫暁梅さん：米山奨学生の体験発表 

 

 
箕輪委員長：カウンセラー制度・役割とは 

 

 
植木ガバナー・エレクト：講評および閉幕 
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去る４月１１日(土)新潟駅前ガレッソホールで 2010－11年度 RI第 2560地区の奨学
生募集・説明会を開催し､2009-10植木ガバナー年度の中條耕二委員長率いるロータリ
ー財団委員会の活動が始まりました｡ 
奨学生説明会開催に当たり、3 月初めからのポスター製作､県内の大学､短大､各ロー
タリークラブへの奨学生募集依頼書送付、4月に入ってＴｅＮＹテレビ伝言版、新潟日
報、BSNラジオにて説明会の開催案内を行いました｡  
説明会では以前奨学生であり、ロータリー財団委員で新潟 RC所属高橋秀樹君のパワ
ーポイントによる、ロータリークラブの生立ちやシカゴから世界に広がった奉仕クラブ

で色々な分野に別れて活動を行っていること、教育的プログラムの、親善を目的とする

国際親善大使としての役割を理解するとともに、日本のことを世界にスピーチし､ボラ

ンティアを通じて伝えること、帰国後学友会に入り、国内でスピーチを行うことが唯一

の条件であること等について説明を行いました。 
新潟では 1965年から今日まで 214名の国際親善奨学生を送り出しており、今回は 4
名を募集する予定です。 
 日程的には植木ガバナー・エレクト事務所の募集締切りが 6月 10日で、8月 23日
に面接､12月に合格者を決定し、来年 8月頃からの留学になります｡ 
奨学生の申請手続きは地区内のロータリークラブを通じて申請になりますので､各ク

ラブからの推薦を宜しくお願いします｡ 
 詳しくは、植木ガバナーエレクト事務所まで連絡ください｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親善奨学生募集説明会を終えて 

地区 2009-2010年度ロータリー財団委員会奨学金委員長 髙橋 茂男（柏崎中央 RC）  

2009年 5 月 地区主要行事予定 

 

日程 行 事 会 場 

9(土) 米山奨学生オリエンテーション ANAクラウンプラザホテル新潟 

16(土) ローターアクト地区協議会（～17 日） アパリゾート妙高パインバレー 

23(土) 
2009-10 年度地区協議会 柏崎市総合体育/柏崎市内大学 

第 14 回日本青少年交換研究会・ 
 第 6 回全国ＲＯＴＥＸ会議（～24 日） 

独立行政法人     （東京都渋谷区） 
国立オリンピック記念青少年総合センター 

30(土) 山の会（～31 日） 粟ヶ岳 
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2008-09 年度 第 2560 地区クラブ紹介 

」 
当クラブは 1962年に創立、会員数は現在 37名です。 
毎月第一週を夜例会とし「家族親睦お花見例会」や「新蕎麦を楽しむ

会」など会員及び家族の親睦をはかっております。クラブ内では「合唱」

「ゴルフ」「旅行」などの同好会活動も活発に活動しており、特に

2007-2008年度のＲＩ「意義ある業績賞」を頂き、混声合唱クラブの「出
前コンサート」は、主に高齢者施設を慰問して大変喜ばれております。 
また、北越戊辰史跡の慈眼寺・船岡公園西軍墓地・朝日山古戦場に案

内板の設置など 6年を要して完成に漕ぎつけました。 
6月には、小千谷市民に日頃聴く機会に恵まれないハイレベルの合唱を
通じ、音楽の素晴らしさを再認識して頂きたく、中央から男声合唱団コ

ールバフナーを招いてコンサートを開催。同時に市内で活動している 2
つの合唱団と共にわが小千谷ロータリー混声合唱団も出演します。 
震災を乗り越えた元気な小千谷ロータリークラブを今後もよろしくお

願いします。 

 

2008-2009 年度 
小千谷 RC  

岡元 学会長 
 

   
高田ロータリークラブは、1955年 8月 15日、県内 5番目に国際ロ
ータリーから加盟認証され、54年目を迎えました。当クラブは先輩方
が長年築かれた歴史と伝統の上に、名誉と誇りを“ずっしり”と感ず

るクラブです。この共通の認識のもとで 82 名の会員がクラブの運営
や活動を行うと同時に各メンバーが個人としてそれぞれの社会的立

場で、また企業活動を通して、ロータリーの奉仕の理想を念頭におい

て活躍されていることをとても誇りに感じています。 
 

2008-2009 年度 
高田 RC  

佐藤 憲二会長 
 

   
50周年を 11月に開催します 

 
クラブ紹介；新潟県南部に位置し霊峰妙高山のふもと、雪解け水にうるお

された肥沃な土地と風光明媚な土地 旧新井市、旧板倉町、旧中郷村を

エリアとしています。 
今年で設立 50周年を迎えます。歴史ある当クラブには高邁な先輩を多
く輩出し、よき伝統と新しき進取の精神に培われております。 
 
クラブの特色；例会日は毎週水曜日であるが 2ヵ月に一回の割で夜例会を
開き、親睦をはかる目的のほか、夜でなくては聞けない講師を招きうん

ちくのある卓話を聞く。本年はお酒シリーズとして、ビール、清酒、ワ

インの専門家より話をしていただき、かつ味わいながらなので非常に有

意義であった。 
 
クラブの自慢；長年の奉仕活動を地域社会より理解されている。自慢しな

いのが自慢である。 
 

2008-2009 年度 
新井 RC  

和田 知成会長 
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新 会 員 紹 介 

新発田 RC 
 
新発田 RC 
 
豊栄 RC 
 
豊栄 RC 
 
新潟 RC 
 
新潟北 RC 
 
新潟北 RC 
 
新潟北 RC 
 
新潟中央 RC 
 
燕 RC 
 
三条南 RC 
 
高田東 RC 
 
 
 
 
 

 

新潟 RC 

 

直江津 RC 
 
 
 
 

09.2.2 
 
09.2.2 
 
09.4.1 
 
09.4.1 
 
09.4.21 
 
09.1.5 
 
09.1.26 
 
09.2.23 
 
08.7.15 
 
09.4.2 
 
09.4.6 
 
09.3.30 
 
 
 
 
 
 

09.3.31 

 

09．3.23 

宮嶋 正明   新潟ニチビ㈱ 代表取締役 

 

髙橋 智志   ㈲エス・オー・ディ 代表取締役 

 

坂上 彰平   ㈲第一モータース 代表取締役 

 

佐藤 英明   ㈲メディプ 代表取締役 

 

平井 和夫   ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱  新潟支店長 

 

加藤 正人   ＭＫコンサルティング 代表 

 

南  学    南工務店 代表 

 

米山  誠   ㈱米山工務店 代表取締役 

 

杉岡 伸司   住友生命保険相互会社 新潟支社 支社長 

 

遠藤 重治   飴屋本舗 店主 

 

馬場 輝仁   ㈱馬場工業所 代表取締役 

 

下坂 秀信   日本生命保険相互会社 営業部長 

 

 

 

 

 

 

永井 敏彦   耳鼻咽喉科 永井医院 院長 

 

福嶋 良浩   （財）上越市環境衛生公社 

物 故 会 員 
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新 会 員 お 写 真 

宮嶋 正明        髙橋 智志      坂上 彰平          佐藤 英明           平井 和夫 

馬場 輝仁       下坂 秀信 

加藤 正人       南  学       米山  誠      杉岡 伸司          遠藤 重治 
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第2560地区　2008-09年度　3月末時点出席報告

7月1日

現在

3月末日

現在
女性 増減

7月1日

現在

3月末日

現在
女性 増減

第1分区(9クラブ) 84.13 340 327 21 -13 第５分区(７クラブ) 87.83 325 334 26 9

1 新発田 4 100.00 77 74 0 -3 36 長岡 5 83.53 45 45 3 0

2 村上 4 80.83 34 32 6 -2 37 柏崎 4 94.05 44 45 0 1

3 水原 4 85.69 25 24 0 -1 38 長岡東 4 82.08 72 76 6 4

4 中条 4 89.29 38 35 2 -3 39 柏崎東 5 91.49 49 50 2 1

5 新発田城南 4 87.95 44 44 3 0 40 栃尾 4 89.29 21 21 1 0

6 豊栄 6 94.90 25 23 3 -2 41 長岡西 4 84.05 50 52 3 2

7 新発田中央 4 84.15 40 42 1 2 42 柏崎中央 4 90.34 44 45 11 1

8 中条胎内 3 72.41 30 30 3 0 第６分区(6クラブ） 80.30 159 157 10 -2

9 村上岩船 4 61.96 27 23 3 -4 43 十日町 4 98.50 28 29 0 1

第2分区(9クラブ) 82.51 405 409 19 4 44 小千谷 4 78.35 37 36 4 -1

10 新潟 5 91.10 83 82 0 -1 45 雪国魚沼 4 79.20 23 24 2 1

11 新潟東 3 87.90 55 56 0 1 46 十日町北 4 100.00 25 25 1 0

12 新潟南 4 82.40 74 76 0 2 47 津南 4 88.39 28 28 3 0

13 佐渡 4 82.00 14 14 0 0 48 越後魚沼 5 37.33 18 15 0 -3

14 新潟西 4 89.38 30 31 0 1 第7分区(9クラブ) 84.12 341 342 16 1

15 佐渡南 5 80.98 44 44 5 0 49 高田 3 96.71 82 82 0 0

16 新潟北 5 80.80 38 37 0 -1 50 直江津 5 78.38 49 50 4 1

17 新潟中央 5 75.55 27 28 3 1 51 新井 4 77.02 34 38 2 4

18 新潟万代 5 72.50 40 41 11 1 52 糸魚川 3 76.40 36 33 0 -3

第3分区(6クラブ) 74.69 169 167 10 -2 53 妙高高原 3 83.33 9 8 0 -1

19 新津 4 71.88 25 24 2 -1 54 高田東 5 91.66 44 41 2 -3

20 村松 5 82.50 13 8 0 -5 55 糸魚川中央 3 72.22 38 38 0 0

21 五泉 4 69.00 26 27 4 1 56 頸北 4 97.70 17 16 1 -1

22 白根 4 80.26 58 57 1 -1 57 越後春日山 4 83.65 32 36 7 4

23 新津中央 5 75.27 34 38 2 4

24 阿賀野川ライン 4 69.23 13 13 1 0

第４分区(11クラブ) 79.37 422 417 22 -5

25 三条 3 79.53 59 59 0 0

26 燕 4 75.95 29 29 1 0

27 加茂 4 79.16 35 36 5 1

28 三条南 4 88.48 58 57 0 -1

29 分水 5 82.63 36 38 2 2

30 見附 4 74.00 24 21 0 -3

31 吉田 3 86.35 42 40 4 -2

32 三条北 4 73.55 66 69 4 3

33 巻 4 86.70 19 19 0 0

34 田上あじさい 5 67.00 12 8 2 -4

35 三条東 4 79.67 42 41 4 -1

3月末日  現在会員数

女性会員数

R　　　C
会　員　数　

R　　　C
会　員　数　

純増減会員数

当月平均出席率

57

2,161

2,153

124

-8

82.01

クラブ数

7月1日現在会員数

例
会
数

出
席
率

例
会
数

出
席
率

 

第 2560地区 2008-09 年度 3 月末時点出席報告 


